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 水と緑のネットワークの拡充、海域環境の保全・改善により、良好な
港湾空間が創出されている

 脱炭素社会の循環型社会の実現に、港湾エリアが大きく貢献している
（再掲）

 広大な水辺空間（運河、海域）と海上公園が存在

 多様な生物の生息環境となっている

 廃棄物処分場等により、都市機能を支えている
脱炭素社会

の実現

資源循環等の取組への新技術活用

グリーンインフラの普及

東京港の役割

現状と課題

情勢の変化

 海上公園ビジョンに基づき、海上公園の再整備等を推進

 葛西海浜公園がラムサール条約湿地登録（平成30年3月）

 海上公園が屋外レクリエーションの場として利用されている

 海上公園が様々な生物多様性保全に貢献している
（浅場・干潟造成、緩傾斜護岸）

 汚泥しゅんせつや覆砂等、水質改善に関する様々な取組を実施

 建設発生土の有効活用、静脈物流による資源循環の取組、廃棄物
処分場の整備など、都市問題に対応している

 旧来型の荷役機械の使用による、温室効果ガスの排出

 地球温暖化につながる温室効果ガスの排出をゼロにする、
「脱炭素社会」の実現に向けた取組が求められている

 海運業界において、LNGや水素等の代替燃料への転換など、
温室効果ガス排出削減に向けた動きが加速している

 SDGｓ（持続可能な開発目標）の達成に向けた取組が進められて
いる（持続可能なエネルギー、生態系の保護・回復・損失の阻止等）

検討の視点（案）

 都民に親しまれる臨海部の創造に向けて、水と緑のネットワークの
拡充など、良好な空間形成に向けて、どのような取組が必要か

 豊かな海域環境の実現に向けて、どのような取組が必要か

 脱炭素社会の実現に向けて、ターミナルなどの港湾物流分野において、
どのような取組が必要か

 循環型社会への貢献や廃棄物処分場など、引き続き都市問題に対応
していくためには、どのような取組が必要か

東京港の目指すべき将来像（案）

33Port of Tokyo

環境 検討の方向性

社会における技術革新の進展イメージ

ブルーカーボンの確立

港湾活動・荷役活動における
省エネ化・低炭素化・効率化を推進

水素の国際的サプライチェーンの構築

長期
（20年後）

短期

第１回検討部会 提示資料（再掲）



カーボンニュートラルポート検討会
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 横浜・川崎港などの６地域７港湾で、カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）検討会を実施し、
ＣＮＰ形成の取組を全国に展開するための指針としてとりまとめ（令和３年１月～３月）

資料：「交通政策審議会 第80回港湾分科会」（R2.11.26）より

次世代エネルギー輸出入・配送
拠点となる港湾施設の整備



カーボンニュートラルポート形成計画
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 国土交通省は、2050年のカーボンニュートラルの実現に向け、温室効果ガスの排出を全体として
ゼロにする「カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）」形成のため、令和３年度内にマニュアルを策定

 今後、各港湾において、ＣＮＰ形成計画の作成を進めていく

資料：「カーボンニュートラルポート（ＣＮＰ）検討会の結果及びＣＮＰ形成計画作成マニュアル骨子」（R3.4.2）より



カーボンニュートラルポートに向けた取組（例）
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 東京都では、2050年の「ゼロエミッション東京」実現に向け取組を推進

 各地において、新燃料を使用した船舶の開発、水素サプライチェーンの実証実験等が進められている

■東京都の取組

水素ステーション

・新エネルギーを活用した船舶の開発動向

ＬＮＧ船への改造（Hapag-Lloyd社）液化水素運搬船（川崎重工業㈱）
燃料電池バス

2050年のCO2実質排出ゼロに向けて、ゼロエミッション東京戦略2020 Update＆Report を策定（令和３年３月）

＜2030年に向けた目標＞

・都内温室効果ガス排出量（2000年比） 30％削減 ⇒ 50％削減

・再生可能エネルギーによる電力利用割合 30％程度 ⇒ 50％程度 など

・駐車場へのメガソーラー整備事例（あみプレミアムアウトレット）

資料：「自然エネルギー活用レポートNo.11」（H30.2）
（自然エネルギー財団）より

・水素サプライチェーンの構築に向けた実証実験

資料：神戸市ＨＰより

・ＺＥＶの普及と水素ステーションの整備促進

資料：「環境先進都市・東京に向けて（R2.12）」
（東京都環境局）より

■各地における取組の実施例



シャーシプール

コンテナターミナルにおけるカーボンニュートラルのイメージ
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管理棟

トレーラー等向け
水素ステーション・分散型発電設備の整備

環境にやさしい輸送モード
（鉄道）の利用促進

環境にやさしい輸送モード
（内航船、はしけ）の利用促進

【用語】
FC：燃料電池（Fuel Cell）
FCV：燃料電池自動車（Fuel Cell Vehicle）
RTG：タイヤ式門型クレーン

施設の上部を利用した
太陽光発電

共同ゲート

トレーラー等への
燃料電池導入

カーボンニュートラルな電力による
船舶への陸上電力の供給・
船舶アイドリングストップ

水素ステーション

荷役機械RTG
（FC）

ガントリークレーン
（FC）

港湾荷役機械への
燃料電池導入

陸上電力供給設備

コンテナトレーラー
（FCV）

船舶への次世代エネルギー
供給設備の整備次世代エネルギー

燃料船舶の普及促進



ユニットロードターミナルにおけるカーボンニュートラルのイメージ
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一般道

トレーラー等への
燃料電池導入

船舶への次世代エネルギー
供給設備の整備

水素ステーション

陸上電力供給設備

トレーラー
（FCV）

施設の上部を利用した
太陽光発電

トレーラー等向け
水素ステーション・

分散型発電設備の整備

トラック
（FCV）

港湾荷役機械への
燃料電池導入

フォークリフト
（FC）

次世代エネルギー
燃料船舶の普及促進

カーボンニュートラルな電力による
船舶への陸上電力の供給・
船舶アイドリングストップ



「検討の視点」を踏まえた施策の方向性（案）
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脱炭素社会の実現に向けて、ターミナルなどの港湾物流分野において、どのような取組が必要か

施策の方向性 施策のイメージ

環境に配慮したカーボン
ニュートラルポートを
実現する

• ターミナル内施設における次世代エネルギー利活用の拡大

• 次世代エネルギー燃料船舶の普及促進

• 陸上電源設備（カーボンニュートラルな電力）やＬＮＧバンカリングなど、
船舶への次世代エネルギー供給設備の整備

• 内航船やはしけ・鉄道の活用など、環境にやさしい輸送モードの利用を促進

• トラックからＲＯＲＯ船・フェリー利用への輸送モードの転換を可能とする
施設能力の確保

• 港湾荷役機械や構内トレーラーへの燃料電池導入

• トレーラー等向け水素ステーションの整備

• 水素等の次世代エネルギー供給拠点の検討

• 施設の上部を利用した太陽光発電

• ＥＳＧ、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取組推進

※黒字は第２回、第４回検討部会の再掲



 次世代エネルギー燃料船舶の普及促進

 陸上電源設備やＬＮＧバンカリングなど、船舶への次世代エネルギー（カーボンニュートラルな電力）
供給設備の整備

 水素等の次世代エネルギー供給拠点の検討

 ターミナル内施設における次世代エネルギーの利活用の拡大

 港湾荷役機械や構内トレーラーへの燃料電池の導入

 トレーラー等向け水素ステーションの整備

 施設の上部を利用した太陽光発電

 ＥＳＧ、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取組の推進

 ＩＣＴ技術を活用した搬出入情報の処理（サイバーポート（港湾関連データ連携基盤））

 共同ゲートの整備、車両待機場の整備 等

物流環境 取りまとめの方向性（素案）

【環境に配慮したターミナルの実現】
カーボン

ニュートラル
ポートの実現

物流環境

【環境に配慮した船舶の受入】

 内航船、はしけ輸送（湾内輸送、河川輸送）、鉄道輸送など環境にやさしい輸送モードの利用を促進

 トラックからＲＯＲＯ船・フェリー利用への輸送モードの転換を可能とする施設能力の確保

多様な輸送
モードの活用

【モーダルシフト】

［骨子］
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進化し続ける未来創造港湾 東京港 物流環境

※黒字は第２回、第４回検討部会の再掲

【荷役の効率化による環境負荷の低減】


